
（　 ） 天龍寺妙智院所蔵『明国諸士送行』（岡本・須田）233

は
じ
め
に

天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
明
国
諸
士
送
行
』
は
、
明
人
か
ら
送
ら
れ
た
八
通
の
文
書

を
巻
子
仕
立
て
に
し
た
も
の
で
あ
る
。本
稿
で
は
こ
の
『
明
国
諸
士
送
行
』
の
翻
刻
・

紹
介
を
試
み
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
妙
智
院
第
三
世
の
策
彦
周
良
（
一
五
〇
一
│

七
九
）
は
、
天
文
八
年
度
遣
明
船
に
お
い
て
副
使
、
天
文
十
六
年
度
船
に
お
い
て
は

正
使
を
務
め
た
。
妙
智
院
に
は
こ
の
策
彦
の
二
度
の
入
明
に
関
わ
る
史
料
が
多
数
残

さ
れ
、
そ
の
大
半
は
現
在
、「
策
彦
入
明
記
録
及
送
行
書
画
類
三
十
一
種
」・「
同

十
四
種
」
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。『
明

国
諸
士
送
行
』
は
、
こ
の
う
ち
三
十
一
種
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
策
彦
自
筆
の
旅
日
記
で
あ
る
『
初
渡
集
』（
天
文
八
年
度
船

時
の
記
録
）・『
再
渡
集
』（
天
文
十
六
年
度
船
時
の
記
録
）
を
筆
頭
に
、
日
明
関
係

史
の
根
本
史
料
と
し
て
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
多
く
は
牧
田
諦
亮
氏
に

よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
、
同
著
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
五
九
年
）
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
日
明
関
係
史
研
究
の
基
礎
を
な
す
重
要
な
研
究
で
あ

る
と
と
も
に
、
近
年
ま
で
「
策
彦
入
明
記
録
及
送
行
書
画
類
」
の
写
真
を
所
蔵
公
開

し
て
い
る
機
関
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
史
料
引
用
の
際
の
参
照
元
と
し
て
も

広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
『
明
国
諸
士
送
行
』
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
一
通
を

除
い
て
は
未
収
録
で
あ
り
、
唯
一
翻
刻
さ
れ
た
一
通
も
、「
雑
録
」
と
題
さ
れ
る
雑

多
な
文
書
を
集
め
た
項
目
の
な
か
に
収
め
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
が
『
明
国
諸
士
送
行
』

所
収
文
書
の
翻
刻
で
あ
る
と
は
、
認
識
し
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

史
料
編
纂
所
で
は
、
一
八
八
七
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
妙
智
院
所
蔵
日
明
関
係

史
料
の
影
写
・
謄
写
を
集
中
的
に
行
い
、『
明
国
諸
士
送
行
』
も
影
写
し
て
い
る
。

し
か
し
『
妙
智
院
文
書
』
坤
と
題
し
た
一
冊
の
な
か
に
、
題
を
略
し
て
文
書
だ
け
を

写
し
、
他
史
料
と
共
に
収
録
し
た
た
め
、『
明
国
諸
士
送
行
』
と
い
う
ま
と
ま
り
が

存
在
す
る
こ
と
は
意
識
し
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
に
か

け
、
史
料
編
纂
所
で
は
、
妙
智
院
ご
住
職
島
見
周
悦
氏
と
京
都
国
立
博
物
館
の
ご
理

解
・
ご
協
力
の
も
と
、「
策
彦
入
明
記
録
及
送
行
書
画
類
」
の
撮
影
を
行
い
、『
妙
智

院
所
蔵
史
料
』
一
〜
十
四
と
し
て
写
真
帳
を
作
成
し
た
。
こ
こ
に
「
策
彦
和
尚
入
明

記
録
及
送
行
書
画
類
」
の
全
体
像
が
初
め
て
写
真
で
確
認
し
う
る
こ
と
と
な
り
、『
明

国
諸
士
送
行
』
と
名
付
け
ら
れ
た
巻
子
の
存
在
も
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
『
明
国
諸
士
送
行
』
は
、
八
通
の
文
書
を
貼
り
継
ぎ
巻
子

に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
並
び
順
に
従
い
、
一
号
文
書
〜
八
号
文
書
と
称
す

る
。
巻
子
の
表
に
は
「
明
国
諸
士
送
行
」
と
直
接
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
八
通
は
そ
れ

史
料
紹
介天

龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
明
国
諸
士
送
行
』

岡　
　

本　
　
　
　
　

真

須　
　

田　
　

牧　
　

子
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ぞ
れ
紙
質
も
大
き
さ
も
筆
も
ば
ら
ば
ら
で
、
す
べ
て
の
文
書
に
紙
折
り
線
が
認
め
ら

れ
、
お
そ
ら
く
八
通
と
も
に
原
文
書
な
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
特
に
三
号

文
書
は
飾
り
罫
線
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
用
紙
に
墨
で
書
か
れ
、
差
出
の
名
の
上
に
朱

印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
原
本
と
知
ら
れ
る
（
写
真
）。
三
・
五
・
六
号
文
書

以
外
の
文
書
に
は
、
右
端
上
に
小
さ
く
墨
で
「
正
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
い
つ
の
時
点
で
書
か
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
「
正
文
」
の
意
で
後
筆

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
「
正
」
の
字
が
見
ら
れ
な
い
文
書
の
う
ち
、
五
号
・

六
号
文
書
は
折
れ
線
の
痕
か
ら
文
書
の
両
端
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
と
予
測
さ
れ

る
。文

書
の
差
出
は
す
べ
て
明
人
で
あ
る
が
、
内
容
は
雑
多
で
、
初
渡
時
・
再
渡
時
の

も
の
両
方
が
混
在
す
る
。
ま
た
五
号
は
策
彦
個
人
宛
で
あ
る
の
に
対
し
、
七
号
は
初

渡
時
の
正
使
で
あ
る
湖
心
碩
鼎
宛
と
し
て
到
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

文
書
自
身
の
性
格
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
史
料
の
性
格
を
考
慮
し
て
、
本
稿

で
は
一
通
毎
に
翻
刻
と
文
書
の
発
給
背
景
を
記
し
た
解
説
を
付
す
こ
と
に
し
た
。
詳

細
は
個
々
の
解
説
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
も
簡
単
に
概
観
し
、
史
料
の
性
格
を
把
握
す

る
一
助
と
し
た
い
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
初
渡
・
再
渡
の
行
程
の
お
お
よ
そ
を
示
し
て

お
こ
う
。

策
彦
の
初
渡
に
あ
た
る
天
文
八
年
度
船
が
、
博
多
を
出
発
し
た
の
は
天
文
八
年

（
一
五
三
九
）
三
月
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
。
正
使
は
博
多
聖
福
寺
の
湖
心
碩
鼎
。
策

彦
は
副
使
で
あ
る
。
本
遣
明
船
は
大
内
氏
の
独
占
経
営
に
な
り
、
大
内
氏
家
臣
も
多

く
乗
り
込
ん
で
い
た
。
五
島
奈
留
島
か
ら
風
を
得
て
出
航
し
た
の
は
四
月
下
旬
、
五

月
初
頭
に
は
中
国
近
海
に
到
り
、
五
月
末
、
寧
波
に
到
着
し
た
。
嘉
靖
二
年

（
一
五
二
三
）
の
寧
波
争
貢
事
件
以
来
、
日
明
関
係
は
断
絶
し
て
お
り
、
十
六
年
ぶ

り
に
や
っ
て
き
た
遣
明
船
に
対
し
明
の
警
戒
は
厳
し
か
っ
た
。
北
京
へ
の
上
京
許
可

は
な
か
な
か
お
り
ず
、
最
終
的
に
策
彦
ら
が
北
京
に
向
け
て
旅
立
っ
た
の
は
十
月
下

旬
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
当
該
期
、
遣
明
使
節
団
は
三
船
構
成
で
一
船
に
百
人
、
総

第三号文書　褚效良書状
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勢
三
百
人
、
そ
の
う
ち
北
京
に
上
京
で
き
る
の
は
五
十
名
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い

た
。
北
京
到
着
は
翌
嘉
靖
十
九
年
（
一
五
四
〇
）
三
月
初
頭
。
寒
さ
の
た
め
に
運
河

は
ま
ま
凍
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
食
料
や
人
夫
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ず
に
途
中
で
滞
留

す
る
と
い
う
厳
し
い
旅
で
あ
っ
た
。
寧
波
か
ら
北
京
ま
で
四
か
月
半
と
い
う
旅
程
は

十
五
世
紀
半
ば
の
宝
徳
度
船
時
の
倍
以
上
で
あ
る
。
朝
貢
儀
礼
を
終
え
て
北
京
を
後

に
し
た
の
は
五
月
初
旬
。
寧
波
に
つ
い
た
の
は
九
月
で
、
夏
の
季
節
風
に
は
間
に
合

わ
ず
、
翌
嘉
靖
二
十
年
六
月
、
風
を
と
ら
え
て
帰
国
し
た
。

再
渡
に
あ
た
る
天
文
十
六
年
度
船
の
正
使
は
策
彦
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
内
氏
の
独

占
経
営
に
な
る
遣
明
船
で
、
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
六
月
、
寧
波
の
外
港
定

海
に
到
っ
た
が
、
十
年
一
貢
の
貢
期
よ
り
早
い
こ
と
を
理
由
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

し
ば
ら
く
定
海
近
海
の
島
に
滞
留
し
た
。
翌
嘉
靖
二
十
七
年
三
月
、
寧
波
に
上
陸
、

十
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
北
上
を
開
始
す
る
。
北
京
に
到
着
し
た
の
は
四
月
下
旬

で
、
初
渡
時
よ
り
さ
ら
に
長
い
旅
で
あ
っ
た
。
数
か
月
の
北
京
滞
在
の
の
ち
八
月
初

旬
に
寧
波
に
む
け
て
出
発
、
九
月
、
現
在
の
河
北
省
滄
州
市
付
近
に
到
っ
た
。『
再

渡
集
』
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
以
後
の
日
程
の
詳
細
は
知
ら
れ
な
い
。
寧
波
に

到
着
し
た
の
が
十
二
月
三
十
日
だ
っ
た
こ
と
の
み
『
大
明
譜）1
（

』
に
記
載
が
あ
る
。

各
文
書
の
概
観
に
移
る
。
一
号
文
書
は
再
渡
に
か
か
る
も
の
で
、
寧
波
│
北
京
の

往
復
に
随
行
す
る
伴
送
官
な
い
し
市
舶
司
通
事
の
一
人
が
、
北
京
に
お
い
て
無
事
に

皇
帝
か
ら
宴
会
を
賜
っ
た
こ
と
を
祝
し
て
正
使
以
下
遣
明
使
節
宛
に
送
っ
て
き
た
書

状
。
二
号
文
書
は
初
渡
に
か
か
る
も
の
で
、
帰
路
、
長
江
を
ど
う
や
っ
て
越
え
る
か

な
ど
に
つ
い
て
日
本
側
と
中
国
側
が
も
め
て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
る
。
こ
の

件
で
も
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
『
初
渡
集
』
等
に
は
記
載
が
な
い
。
三
号
文
書
は
再

渡
に
か
か
る
も
の
で
、
墨
と
香
を
贈
り
、
策
彦
自
筆
の
書
を
求
め
た
も
の
。
贈
ら
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
『
再
渡
集
』
に
も
み
え
る
が
、
書
状
は
写
さ
れ
て
い
な
い
。
四

号
文
書
は
初
渡
に
か
か
る
も
の
で
、
帰
路
南
京
に
立
ち
寄
る
か
ど
う
か
で
も
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
。
差
出
は
二
号
と
同
じ
で
あ
る
。
五
号
文
書
は
初
渡
に
か
か

る
も
の
で
、
酒
の
肴
に
付
し
て
策
彦
宛
に
送
ら
れ
た
書
状
で
、
寧
波
の
文
人
と
策
彦

の
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
。
三
号
同
様
、
送
ら
れ
た
こ
と
は
『
初
渡
集
』
に
見

え
る
が
、
書
状
は
写
さ
れ
て
い
な
い
。
六
号
文
書
は
再
渡
に
か
か
る
も
の
で
、
面
会

の
制
限
厳
し
く
、
別
れ
を
直
接
告
げ
得
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
十
年
後
の
再
会
を
期
待

す
る
と
す
る
策
彦
宛
の
書
状
。
内
容
か
ら
し
て
『
再
渡
集
』
が
無
い
時
期
の
も
の
で

あ
る
。
七
号
文
書
は
初
渡
に
か
か
る
も
の
で
、
定
海
か
ら
寧
波
へ
の
出
発
時
期
に
つ

い
て
の
役
所
か
ら
の
伝
達
。
宛
先
は
「
大
使
閣
下
」
で
正
使
の
湖
心
宛
だ
が
、
こ
れ

に
対
す
る
返
書
は
実
際
に
は
策
彦
が
書
い
た
ら
し
く
、
そ
の
関
係
で
策
彦
の
手
元
に

残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
八
号
文
書
は
、
北
京
│
寧
波
間
の
い
ず
れ
か
の
駅
に
お
い

て
、
駅
の
接
待
担
当
官
が
逃
げ
出
し
て
食
料
が
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
際
し

送
ら
れ
て
き
た
書
状
。
差
出
は
二
・
四
号
と
同
じ
で
、
こ
こ
か
ら
初
渡
に
か
か
る
も

の
と
知
ら
れ
る
。
以
上
二
・
四
・
五
・
七
・
八
号
文
書
は
初
渡
に
、
残
り
は
再
渡
に
か
か

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
三
・
五
・
六
号
文
書
は
策
彦
宛
だ
が
、
一
・
二
・
四
・
七
・
八
号
文

書
は
正
使
あ
る
い
は
遣
明
使
節
団
全
体
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
直
接
策
彦
の
み
に

宛
て
ら
れ
た
書
状
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
副
使
で
あ
っ
た
初
渡
の
際
に
も
、
策
彦
が

明
側
と
の
交
渉
を
実
質
的
に
担
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
通
り
、『
明
国
諸
士
送
行
』
は
、『
初
渡
集
』・『
再
渡
集
』
の
記
述
を
補
い
、

あ
る
い
は
他
史
料
か
ら
は
知
り
え
な
い
、
明
側
の
役
人
と
の
折
衝
や
文
人
と
の
交
流

の
様
相
が
具
体
的
に
わ
か
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
た
だ
し
六
号
を
除
い
て
は
い
ず

れ
も
「
送
行
」、
す
な
わ
ち
策
彦
ら
の
帰
国
を
送
る
文
と
言
い
う
る
よ
う
な
性
格
の

も
の
で
は
な
く
、
こ
の
史
料
名
自
体
は
適
当
と
は
言
え
な
い
。
推
測
に
な
る
が
、
本

史
料
は
、
策
彦
自
身
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
代
、
策
彦

の
残
し
た
遣
明
船
関
係
史
料
群
の
な
か
に
ば
ら
ば
ら
に
残
っ
て
い
た
文
書
を
ま
と
め

て
巻
子
に
仕
立
て
、
差
出
か
ら
仮
に
『
明
国
諸
士
送
行
』
と
名
付
け
た
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か）2
（

。

策
彦
が
持
ち
帰
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
明
人
か
ら
送
ら
れ
た
文
書
と
し
て
は
、
再
渡
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に
か
か
る
明
側
の
官
庁
か
ら
到
来
し
た
書
状
二
十
七
通
を
写
し
た
「
嘉
靖
公
牘
集）3
（

」

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
策
彦
は
、
初
渡
の
際
に
は
、
明
人
と
や
り
取
り
し
た

書
状
、
と
り
わ
け
明
の
官
庁
か
ら
来
た
書
状
に
つ
い
て
は
、
丹
念
に
『
初
渡
集
』
に

写
し
取
っ
て
い
る
。「
策
彦
入
明
記
録
及
送
行
書
画
類
三
十
一
種
」
の
な
か
に
、

十
六
世
紀
初
頭
の
永
正
度
船
の
際
に
日
本
側
が
明
側
の
役
人
と
や
り
と
り
し
た
書
状

を
策
彦
が
写
し
た
『
壬
申
入
明
記
』
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

策
彦
に
は
今
後
の
遣
明
船
事
業
の
先
例
蓄
積
の
た
め
文
書
を
残
し
て
お
こ
う
と
い
う

意
識
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
明
国
諸
士
送
行
』
所
収
文
書
は
七
号

文
書
を
除
い
て
は
、
こ
う
し
た
写
す
べ
き
と
認
識
さ
れ
た
公
文
書
と
は
異
質
の
も
の

で
あ
る
。
八
通
の
う
ち
七
通
に
日
付
が
な
く
、
四
・
八
号
文
書
な
ど
は
宛
所
さ
え
な

い
走
り
書
き
の
類
で
あ
り
、
内
容
か
ら
も
お
そ
ら
く
即
時
性
が
高
く
、
本
来
用
が
す

ん
だ
ら
破
棄
さ
れ
る
性
質
の
文
書
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
大
量
に
到
来
し
た
で
あ

ろ
う
、
こ
の
よ
う
な
明
側
の
文
書
の
う
ち
、
な
ぜ
こ
の
八
通
だ
け
が
残
っ
た
の
か
。

ま
た
ほ
か
の
文
書
、
と
り
わ
け
策
彦
が
写
す
べ
き
、
残
す
べ
き
と
認
識
し
た
よ
う
な

文
書
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
流
出
し
あ
る
い
は
消
滅
し
た
の
か）4
（

。
い
ま
だ
謎
は

多
い
が
、『
明
国
諸
士
送
行
』
は
、
策
彦
に
関
わ
る
日
明
関
係
史
料
群
の
成
立
と
性

格
を
考
え
る
上
で
も
、
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
本
稿
は
、
東
京
で
行
な
っ
た
輪
読
会
の
成
果
を
岡
本
と
須
田
が
と
り
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
会
の
参
加
者
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。
臼
井
和
樹
、
岡
本
真
、

オ
ラ
ー
・
チ
ャ
バ
、
須
田
牧
子
、
関
周
一
、
手
島
崇
裕
、
屋
良
健
一
郎
、
米
谷
均
。

ま
た
「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
外
交
と
異
文
化
接
触
│
日
明
関
係
を
軸
と
し
た
比
較
史

的
考
察
」（
基
盤
研
究
Ｂ
、
代
表
村
井
章
介
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
妙
智
院
ご
住
職
島
見
周
隆
氏
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
凡
例
】

・
文
字
は
お
お
む
ね
常
用
字
体
に
改
め
、
読
点
・
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・
改
行
は
お
お
む
ね
原
体
を
尊
重
し
た
が
、
適
宜
追
い
込
ん
だ
箇
所
も
あ
る
（
一
通

目
の
み
）。
尊
敬
を
表
す
擡
頭
・
平
出
・
闕
字
は
適
宜
存
し
た
。

・
欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
で
示
し
、
判
読
不
能
の
文
字
は
■
で

示
し
た
。
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に
〃
を
付
し 

、
挿
入
の
た
め
脇
付
さ
れ
た
文

字
は
文
中
に
繰
り
込
ん
だ
。

・
校
訂
注
は
〔
〕
で
示
し
、
人
名
な
ど
の
説
明
注
は
こ
れ
を
略
し
て
解
説
の
な
か
に

織
り
込
ん
だ
。

・
そ
の
他
、
適
宜
※
を
付
し
て
注
記
を
示
し
た
。

一
、
淮
山
居
士
書
状

【
翻
刻
】

「
正
（
異
筆
カ
）」時

戊
申
冬
孟
六
日
、
生
与

日
本
国
使
臣
周
謙
斎
・
櫟
庵
雪
窓
諸
列
位
赴
京
、
越
今
年
己
酉
夏
至
二
十
一
日

到
京
、
宿
於
会
同
南
館
、
候

礼
部
諸
当
道
下
処
分
間
、
蒙

欽
賜
謙
斎
等
御
宴
、
生
見

朝
廷
、
欽
命
柱
国
大
臣
親
為
同
宴
、
足
以
見
当
今

聖
明
厚
待
遠
人
之
意
、
古
云
、
所
敬
者
寡
而
悦
此
衆
者
、
正
此
謂
也
、
生
不
揣
鄙
陋
、

粗
出
数
言
以
表
同
来
之
意
、
呵
呵
、

天
使
乗

下
九
重
、
会
同
設
宴
勝
蓬
瀛
、
庖
龍
烹
鳳
珍

饌
、
盃
牽
相
酬
喜

愛
隆
、
皷
吹
声
中
歌
盛
世
、
教
坊
楽
裏
賀
来
誠
、
万
井
衣
冠
朝

帝
闕
、
諸
方
異
域
尽
来
同
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淮
山
居
士
拝
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正
使
副
使
二
位
大
人　

曁

居
座
雪
窓
列
位
大
人　
　
　

煩
偕
韻
擲
来
、
以
為
永
恩
耶
、

【
解
説
】

淮
山
居
士
某
が
、
策
彦
周
良
等
が
北
京
で
皇
帝
か
ら
御
宴
を
賜
っ
た
こ
と
を
寿

ぎ
、
詩
を
添
え
て
贈
っ
て
き
た
書
状
。
冒
頭
の
「
戊
申
冬
孟
六
日
」
す
な
わ
ち
嘉
靖

二
十
七
年
（
一
五
四
八
）
十
月
六
日
と
い
う
日
付
か
ら
、
再
渡
の
時
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
再
渡
時
の
正
使
は
策
彦
周
良
。
初
め
怡
斎
、
の
ち
謙
斎
と
号
し

た
。
本
状
は
管
見
の
限
り
謙
斎
号
の
初
出
で
あ
る
。
副
使
は
竺
裔
寿
文
。
近
江
慈
光

院
の
僧
で
、
お
そ
ら
く
初
め
て
の
入
明
で
あ
る
。
文
中
「
居
座
雪
窓
」
と
表
記
さ
れ

る
の
は
雪
窓
等
越
。
櫟
庵
と
号
し
、
初
渡
に
引
き
続
き
一
号
船
居
座
を
務
め
た
。『
初

渡
集
』
に
は
「
釣
雲
」
と
称
さ
れ
頻
出
す
る
。

策
彦
ら
が
嘉
靖
二
十
七
年
十
月
六
日
に
寧
波
か
ら
北
京
に
む
け
て
出
発
し
た
こ
と

は
、『
再
渡
集
』
同
日
条
に
見
え
て
い
る
。
淮
山
居
士
は
不
詳
だ
が
、
寧
波
か
ら
策

彦
ら
に
同
道
し
て
上
京
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
者
の
往
復
に
付
き
添
う
伴
送
官
な

い
し
市
舶
司
通
事
の
一
人
と
推
察
さ
れ
る
。『
再
渡
集
』
で
伴
送
官
と
し
て
見
え
る

の
は
蒋
文
萃
・
李
某
・
周
某
の
三
人
、
市
舶
司
通
事
の
う
ち
同
道
し
て
上
京
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
の
は
周
文
苑
で
あ
る
。

『
再
渡
集
』
に
よ
る
と
、
策
彦
ら
は
、
翌
嘉
靖
二
十
八
年
四
月
十
八
日
に
北
京
に

到
着
、
玉
河
館
と
も
称
さ
れ
る
会
同
南
館
に
入
っ
た
。
文
中
「
己
酉
夏
至
二
十
一
日
」

す
な
わ
ち
嘉
靖
二
十
八
年
五
月
二
十
一
日
に
到
っ
た
と
あ
る
の
は
不
審
。
北
京
で
の

外
国
使
節
の
宿
泊
所
と
し
て
は
、
初
め
会
同
館
が
置
か
れ
た
が
、
十
五
世
紀
半
ば
に

は
増
築
分
離
さ
れ
、
会
同
北
館
と
南
館
と
な
っ
た
。
通
例
日
本
使
節
が
泊
ま
る
の
は

会
同
南
館
で
あ
る
。
な
お
皇
帝
か
ら
賜
る
宴
会
な
ど
は
会
同
北
館
の
方
で
行
わ
れ
る

定
め
で
あ
っ
た
。
到
着
後
、
さ
っ
そ
く
朝
参
し
（
四
月
二
十
四
日
）、
礼
部
に
表
文

な
ど
を
収
め
た
（
同
二
十
六
日
）。
皇
帝
が
朝
貢
品
を
一
覧
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
ま
も
な
く
、
皇
帝
か
ら

宴
を
賜
る
由
が
伝
え
ら
れ
、
五
月
二
十
七
日
、
会
同
北

館
に
お
い
て
「
大
々
監
・
国
公
」
が
来
臨
し
て
宴
会
が
行
わ
れ
た
。
朝
貢
に
伴
う
交

渉
事
も
あ
ら
か
た
済
ん
だ
七
月
二
十
七
日
に
も
、
同
じ
く
「
大
々
監
・
国
公
」
が
来

臨
し
て
の
宴
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
大
明
会
典
』
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
進
貢
し
た

際
に
は
、
大
臣
一
人
・
内
臣
一
人
が
出
席
し
、
二
度
の

宴
を
賜
る
こ
と
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、「
大
々
監
」
は
内
臣
に
、「
国
公
」
は
大
臣
に
あ
て

ら
れ
る
。
ま
た
二
度
の
宴
会
が
規
定
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
策
彦
ら

は
八
月
九
日
、
北
京
を
辞
し
て
帰
途
に
就
い
た
。

本
文
書
は
、「
候
礼
部
諸
当
道
下
処
分
間
」
す
な
わ
ち
礼
部
の
諸
役
人
が
朝
貢
に

関
わ
る
種
々
の
業
務
を
処
理
し
て
い
る
の
を
待
っ
て
い
る
間
、
と
あ
る
か
ら
、
二
度

の
賜
宴
の
う
ち
、
五
月
の
最
初
の
宴
会
の
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
状
末
尾
に

は
「
煩
偕
韻
擲
来
、
以
為
永
恩
耶
」（
ご
面
倒
で
も
お
返
し
の
詩
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

幸
い
に
存
じ
ま
す
）
と
あ
る
が
、『
再
渡
集
』
に
は
、
淮
山
居
士
か
ら
詩
を
も
ら
っ

た
こ
と
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
次
韻
し
て
返
し
た
の
か
ど
う
か
も
知
ら
れ
な
い
。

二
、
鄧
壁
書
状

【
翻
刻
】

「
正
（
異
筆
カ
）」

生
所
謂
万
全
者
、
蓋
各
船
有
好
有
壊
、
好
者
雖
不
慣
江

行
、
猶
可
以
江
船
夾
持
而
進
、
壊
者
非
大
修
補
、
決
難
用
之
、
此
等

窮
船
、
必
無
措
備
、
必
動
有
司
、
銭
糧
方
可
集
事
、
有
司
誰
肯
為

之
、
欲
換
一
両
隻
、
或
方
尋
処
多
、
則
決
無
、
故
生
欲
討
南
京
大
擺
江

船
五
・
六
隻
、
加
之
儀
真
過
江
馬
船
一
・
二
隻
、
将
敗
壊
不
堪
江
行
者
、

搬
上
擺
江
馬
船
、
有
的
当
従
人
看
守
本
船
、
則
令
看
守
、
無
的
当

人
者
、
連
行
李
搬
過
渡
江
、
責
令
本
船
在
儀
真
略
加
修
粘
、
如

此
彼
失
倶
便
、
必
欲
不
留
従
人
・
行
李
在
船
、
倶
搬
上
擺
江
馬
船
、
回

至
儀
真
復
載
、
若
此
言
南
京
内
外
守
備
听
允
撥
船
預
備
、
不
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勝
之
幸
、
但
慮
不
能
如
愿
爾
何
也
、
座
船
江
行
、
必
得
蓬
〔
篷
〕檣
猫
纜

倶
完
好
者
、
方
可
生
、
一
為

朝
廷
欽
賜
在
船
、
一
為

使
臣
万
里
遠
来
、
必
取
安
全
之
計
也
、
此
正
法
之
所
先
定
而

算
之
無
遺
策
焉
、
豈
謂
官
不
容
針
而
有
私
于
舟
子
也
、
私
之

何
益
何
用
、
私
為
本
船
可
渡
甚
不
費
事
、
何
用
擾
々
、

使
臣
若
不
听
信
必
欲
座
船
渡
江
、
決
有
疎
虞
、
非
生
所
能
保

也
、
大
抵
裏
河
船
不
知
江
行
水
性
、
又
焉
知
前
次　

日
使
至
南

京
、
不
用
擺
江
馬
船
哉
、
此
等
事
情
、
生
生
長
江
隅
熟
知
、
用
船

之
法
、
江
不
比
海
、
海
船
大
而
可
縦
行
、
江
船
小
而
在
善
使
、
言
尽
于

此
、
請

自
愛
量
生
、
豈
不
知
残
暑
可
畏
而
忍
、 

使
臣
劇
処
一
二
舟
平
用
、
是
復
、

　
　
　
　
　
　
　

鴻
臚
寺
壁
生
奉
復

正
副
二
公
曁

　

列
位
使
臣
共
覧

【
解
説
】

正
使
・
副
使
以
下
の
日
本
使
節
団
に
宛
て
ら
れ
た
返
書
。
運
河
を
利
用
し
て
北
京

と
寧
波
の
あ
い
だ
を
移
動
し
て
き
た
日
本
使
節
団
が
、
長
江
を
渡
る
際
に
船
を
乗
り

換
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
議
論
に
関
わ
る
も
の
で
、
乗
り
換
え
ず
に
こ
れ
ま
で

乗
っ
て
き
た
船
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
を
提
案
し
た
日
本
使
節
に
対
す
る
反
対
意
見

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
使
節
団
が
搭
乗
し
て
き
た
船
に

は
整
備
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
壊
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
完
全
に
整
備
さ
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
無
事
に
は
長
江
を
渡
れ
な
い
こ
と
、
朝
廷
か
ら
の
賜
り
物
が
船
に

あ
り
、
ま
た
使
節
団
は
遠
く
か
ら
や
っ
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
安
全
な
方
策
を
と
る

べ
き
こ
と
、
運
河
を
航
行
す
る
船
は
長
江
の
水
勢
に
な
じ
ま
な
い
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
を
踏
ま
え
、
南
京
や
儀
真
か
ら
大
型
の
渡
し
船
を
調
達
し
て
き
て
、

こ
れ
ま
で
運
河
の
航
行
に
利
用
し
て
き
た
船
を
そ
れ
に
載
せ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て

搭
乗
員
や
積
載
品
を
渡
し
船
に
移
し
た
り
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

差
出
の
「
鴻
臚
寺
壁
生
」
は
明
の
通
事
鄧
壁
の
こ
と
で
、
生
は
謙
称
と
し
て
し
ば

し
ば
用
い
ら
れ
る
。
彼
は
文
書
中
で
長
江
の
川
辺
で
生
長
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、

『
初
渡
集
』
に
は
長
江
の
南
岸
に
近
い
、
毘
陵
駅
の
付
近
が
彼
の
郷
里
だ
っ
た
と
記

さ
れ
る
（
嘉
靖
十
九
年
八
月
十
日
条
）。

『
初
渡
集
』・『
再
渡
集
』
に
見
ら
れ
る
明
側
の
通
事
に
は
、
鴻
臚
寺
に
所
属
し
北

京
に
在
っ
た
者
と
、
浙
江
市
舶
提
挙
司
に
所
属
し
寧
波
に
在
っ
た
者
の
二
種
類
が
あ

る
。
差
出
に
鴻
臚
寺
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鄧
壁
は
こ

の
う
ち
の
前
者
に
あ
た
り
、
策
彦
初
渡
時
に
、
王
縚
と
と
も
に
日
本
使
節
に
応
対
し

た
。
な
お
、『
初
渡
集
』
で
は
彼
ら
の
こ
と
を
記
す
際
、「
王
・
鄧
二
大
通
事
」（
嘉

靖
十
九
年
三
月
七
日
条
）
の
よ
う
に
「
大
通
事
」
の
呼
称
を
用
い
て
い
る
が
、
正
式

な
官
職
と
し
て
の
大
通
事
は
嘉
靖
初
年
に
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
た
め
（『
大
明

会
典
』
巻
百
九
・
賓
客
・
各
国
通
事
）、
鄧
壁
ら
を
指
す
「
大
通
事
」
は
あ
く
ま
で

通
称
で
あ
ろ
う
。

鴻
臚
寺
の
通
事
は
、
単
に
通
訳
を
お
こ
な
う
だ
け
で
な
く
、
外
国
使
節
が
皇
帝
へ

謁
見
す
る
際
の
先
導
を
お
こ
な
い
、
ま
た
使
節
が
北
京
か
ら
帰
途
に
つ
く
際
に
は
そ

れ
を
見
送
っ
て
随
行
す
る
こ
と
も
職
掌
と
す
る
。
初
渡
時
の
鴻
臚
寺
通
事
二
人
の
う

ち
、
王
縚
は
謁
見
の
先
導
を
お
こ
な
っ
た
の
み
だ
が
、
鄧
壁
は
そ
れ
に
加
え
て
使
節

の
帰
途
に
も
随
行
し
た
。『
初
渡
集
』
に
は
、
嘉
靖
十
九
年
（
一
五
四
〇
）
五
月
九

日
に
北
京
を
発
っ
た
日
本
使
節
団
が
、
同
七
月
二
十
三
日
に
儀
真
駅
（
揚
州
府
儀
真

県
）
に
至
り
、
翌
二
十
四
日
に
同
駅
に
留
ま
っ
て
南
京
へ
上
る
た
め
の
渡
し
船
に
つ

い
て
議
論
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
は
こ
れ
に
関
連
し
て
発
給
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
議
論
の
詳
細
は
『
初
渡
集
』
か
ら
は
知
り
得
ず
、
本
文
書
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
日
本
側
と
明
側
の
意
見
の
対
立
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
書
を
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受
け
取
っ
た
日
本
側
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、『
初
渡

集
』
同
月
二
十
八
日
条
に
渡
し
船
へ
乗
り
移
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
終

的
に
は
鄧
壁
の
意
見
の
容
れ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三
、
褚
效
良
書
状

【
翻
刻
】

承清
恵
似
勝
百
朋
之
錫
、
感
謝
々
々
、
欲
懇

手
書
四
幅
、
不
拘
久
近

佳
製
以
留
書
室
之
玩
、
且
得
挙
目
如
対

公
顔
、
用
垂
不
忘
而
工
拙
莫
計
、
慎
勿
作

吝
色
尤
感
、
外
墨
二
匣
・
香
二
嚢
、
奉
為

賓
館
之
需
、
不
足
以
当

莞
頓
也
、
容
面
統

謝
、

　
　
　
　
　
　
　

秋
孟
三
日　

鴻
臚
生
褚
效
良
拝
上

謙
斎
周
大
人
執
事
下

 

※
「
效
良
」
の
字
面
に
重
ね
て
朱
方
印
（
印
文
「
奇
峰
」）
を
捺
す
。

【
解
説
】

褚
效
良
が
策
彦
に
宛
て
て
、
贈
り
物
に
対
す
る
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
四
幅

の
書
の
揮
毫
を
依
頼
し
、
あ
わ
せ
て
墨
と
香
を
二
つ
ず
つ
贈
っ
た
も
の
。
差
出
の
日

付
は
「
秋
孟
三
日
」、
す
な
わ
ち
七
月
三
日
で
あ
る
。『
再
渡
集
』
嘉
靖
二
十
八
年

（
一
五
四
九
）
七
月
三
日
条
に
「
褚
大
人
恵
墨
二
個
・
線
香
二
包
」
と
い
う
、
日
付

だ
け
で
な
く
贈
呈
者
や
贈
り
物
の
品
目
と
数
量
の
一
致
す
る
記
述
が
あ
る
た
め
、
本

文
書
は
策
彦
が
北
京
滞
在
中
の
嘉
靖
二
十
八
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

褚
效
良
は
策
彦
再
渡
時
に
応
対
し
た
鴻
臚
寺
の
通
事
で
、
そ
の
名
に
重
ね
て
捺
さ

れ
た
印
文
の
奇
峰
は
彼
の
号
で
あ
ろ
う
。
初
渡
時
に
北
京
で
日
本
使
節
に
応
対
し
た

鴻
臚
寺
の
通
事
は
王
縚
と
鄧
壁
の
二
名
だ
っ
た
が
（
二
号
文
書
解
説
参
照
）、
再
渡

時
に
は
、
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
策
彦
周
良
ら
を
「
大
通
事
温
潤
並
胡
・
褚
・
楊
」

が
慰
問
し
た
り
、
朝
拝
の
先
導
を
「
温
・
褚
・
楊
三
大
通
事
」
が
務
め
た
り
と
、
四

名
の
通
事
が
応
対
し
た
（『
再
渡
集
』
嘉
靖
二
十
八
年
五
月
十
五
日
条
・
同
七
月

三
十
日
条
）。
こ
の
う
ち
温
潤
以
外
は
、『
再
渡
集
』
に
は
姓
の
み
で
名
が
記
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
言
語
学
の
分
野
で
は
、『
日
本
館
訳
語
』（
明
代
に
編
纂
さ
れ
た

日
本
語
と
中
国
語
の
対
訳
集
）
の
ロ
ン
ド
ン
大
学
本
に
、「
嘉
靖
二
十
八
年
十
一
月

望
、
通
事
序
班
胡
淓
・
褚
效
良
・
楊
宗
仲
校
正
」
と
い
う
識
語
の
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
再
渡
集
』
に
登
場
す
る
「
胡
・
褚
・
楊
」
が
そ
れ
ぞ
れ
胡
淓
、
褚
效
良
、
楊
宗
仲

に
あ
た
る
可
能
性
が
早
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た）5
（

。
こ
の
見
解
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に

日
本
関
係
に
携
わ
っ
た
同
姓
の
者
が
い
る
と
い
う
蓋
然
性
に
基
づ
い
た
も
の
だ
が
、

本
文
書
に
よ
っ
て
『
再
渡
集
』
中
の
「
褚
」
は
褚
效
良
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
の
で
、
右
の
見
解
に
確
か
な
根
拠
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
再
渡
時
の
鴻
臚
寺
通
事
四
名
の
な
か
で
も
比
較
的
頻
繁
に
『
再
渡
集
』
に

登
場
す
る
の
が
、
温
潤
と
褚
效
良
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
温
潤
に
つ
い
て
は
、
初
渡
時

の
鄧
壁
と
同
様
、
日
本
使
節
団
の
北
京
か
ら
寧
波
へ
の
帰
路
に
随
行
す
る
任
務
に
あ

た
っ
た
こ
と
が
主
要
因
で
あ
る
（
嘉
靖
二
十
八
年
八
月
十
一
日
条
・
同
九
月
三
日

条
）。
一
方
、
褚
效
良
に
つ
い
て
は
、
帰
路
に
随
行
し
た
形
跡
は
な
い
が
、
漢
詩
や

物
品
を
授
受
し
た
り
対
談
し
た
り
と
、
策
彦
と
親
交
を
深
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
（
同
六
月
十
二
日
条
・
同
十
三
日
条
・
同
七
月
三
日
条
・
同
二
十
四
日
条
）。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
褚
效
良
は
再
渡
時
の
鴻
臚
寺
の
通
事
の
な
か
で
、

も
っ
と
も
親
密
に
日
本
使
節
団
と
交
流
し
た
人
物
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

褚
效
良
が
策
彦
以
外
の
遣
明
使
節
団
員
と
も
親
し
く
交
わ
っ
た
こ
と
は
、『
江
雲

随
筆
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
所
収
の
送
行
詩
に
よ
り
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
見
の
限
り
こ
れ
は
『
明
国
諸
士
送
行
』
と
同
様
に
未
紹
介
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史
料
の
た
め
、
あ
わ
せ
て
こ
こ
に
翻
刻
す
る
。

送
順
心
恕
上
人
再
奉
使
事
入
我
明
朝
、
事
畢
栄
還
日
東
、
作
詩
以
贈
之
、
四
首

幾
年
湖
海
客
盟
寒
、
相
見
情
深
別
更
難
、
明
日
郵
亭
一
回
首
、
江
天
雲
樹
共
漫
々
、

一
騎
遙
従
薊
北
帰
、
天
涯
回
首
思
依
々
、
絶
憐
踪
跡
如
鴻
燕
、
春
去
秋
来
客
自
飛
、

教
君
去
々
成
帰
計
、
目
断
扶
桑
有
所
親
、
明
日
故
園
春
信
早
、
折
梅

寄
隴
頭
人
、

西
風
独
上
潞
河
船
、
万
里
迢
々
水
接
天
、
鶏
大
不
用
桑
拓
尽
、
潮
声
汨
没
断
人
煙
、

　
　

嘉
靖
己
酉

（
嘉
靖
二
十
八
、一
五
四
九
）

秋
八
月
朔
日
鴻
臚
奇
峰
褚
教
〔
效
〕良
書

こ
の
送
行
詩
を
贈
ら
れ
た
順
心
恕
上
人
と
は
、
筑
前
聖
福
寺
順
心
庵
の
仁
叔
崇
恕
を

指
す
。
彼
は
天
文
八
年
度
に
は
従
僧
と
し
て
、
同
十
六
年
度
に
は
四
号
船
居
座
と
し

て
、
策
彦
と
同
様
二
度
に
わ
た
り
遣
明
船
に
搭
乗
し
た
。
末
尾
に
「
褚
教4

良
」
と
あ

る
が
、
鴻
臚
寺
の
官
員
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
や
、
奇
峰
と
い
う
号
が
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
伝
写
の
過
程
で
褚
效4

良
が
誤
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

四
、
鄧
壁
書
状

【
翻
刻
】

「
正
（
異
筆
カ
）」

昨
日
就
有
此
簡
、
面
啓

公
公
・
衆
官
会
集
、
猶
可
議
進
止
、
今
日
誰

敢
為
上
、
此
亦
進
不
得
見
、
生
謂
、
南
京
之
山
水
、

不
如
蘇
杭
之
富
麗
、
南
京
之
物
産
価
高
、
不

如
蘇
杭
繁
演
可
買
、

朝
廷
負
重
相
待
、

使
臣
各
持
大
体
、
夫
至
即
行
、
不
失
体
面
、

尊
栄
而
帰
、
安
浄
而
往
、
足
見

使
臣
之
位
望
端
重
、
取
重
于
両
京
多
□

此
処
実
不
比
北
京
各
守
臣
厳
切
畏
事
、

岸
上
物
色
足
以
知
之
天〃
、

用

復
、
惟

高
惟
深
、
察
之
々
々
、

　
　
　
　

壁
生
拝
復

【
解
説
】

日
本
使
節
か
ら
の
書
状
に
対
し
、
二
号
文
書
と
同
様
、
鴻
臚
寺
の
通
事
鄧
壁
が
返

書
し
た
も
の
。
南
京
の
風
景
は
蘇
杭
（
蘇
州
や
杭
州
）
の
よ
う
に
美
麗
で
な
く
、
南

京
の
産
物
の
価
格
が
高
い
の
に
対
し
蘇
杭
は
繁
栄
し
て
お
り
買
い
物
に
適
し
て
い
る

こ
と
や
、
朝
廷
は
重
責
を
負
っ
て
使
節
を
応
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
節
は
朝
貢
使

節
と
し
て
の
分
を
弁
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
南
京
を
訪
れ
ず
直
ち
に
出
発
す

る
な
ら
ば
面
目
を
保
て
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
同
所
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
不
可
を
述

べ
る
。

差
出
人
が
鄧
壁
の
た
め
、
本
文
書
は
初
渡
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
二
号
文
書
解
説
参
照
）。『
初
渡
集
』
嘉
靖
十
九
年
（
一
五
四
〇
）
七
月
十
一
日
条

に
は
「
呉
通
事
致
使
報
可
赴
南
京
之
事
」
と
あ
り
、
本
文
書
と
の
前
後
関
係
こ
そ
定

か
で
な
い
も
の
の
、
日
本
側
が
呉
通
事
（
日
本
使
節
側
の
通
事
呉
栄
）
を
使
者
と
し

て
南
京
に
赴
く
べ
き
旨
を
報
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
様
子
か
ら
、

南
京
行
き
を
希
望
す
る
日
本
使
節
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
随
行
の
明
官
人
と
の
あ
い

だ
で
、
意
見
の
割
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
議
論
の
背
景
に
は
、
当
時
明
側
が
日
本
使
節
の
南
京
入
城
を
禁
止
し
て
い
た

事
実
が
あ
る
。
も
と
も
と
、
日
本
使
節
は
南
京
に
立
ち
寄
っ
て
、
交
易
品
の
対
価
や

正
使
以
下
使
節
団
官
員
へ
の
給
賜
を
受
け
取
る
の
を
通
例
と
し
て
お
り
、
宝
徳
度
船

で
明
へ
赴
い
た
笑
雲
瑞
訢
は
景
泰
五
年
（
一
四
五
四
）
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
同

所
を
歴
遊
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る）6
（

。
し
か
し
、
遅
く
と
も
文
明
十
五
年
度
船
が

渡
航
し
た
際
に
は
日
本
使
節
の
南
京
入
城
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
以
後
そ
れ
は
原
則

と
し
て
許
可
さ
れ
な
か
っ
た）7
（

。
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こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
使
節
が
南
京
行
き
を
希
望
し
た
の
は
、
近
年
の
例
を

廃
し
従
前
の
通
例
に
復
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、『
初
渡
集
』
に
よ
る
と
、
日
本
使
節
は
龍
江
駅
（
南
京
城
外
十
五
里
の
長
江
河

岸
に
位
置
）
に
至
り
、
そ
の
河
岸
で
礼
を
お
こ
な
い
賜
物
を
拝
受
し
た
の
み
で
、
数

日
後
に
は
寧
波
へ
向
け
て
出
発
し
た
（
嘉
靖
十
九
年
七
月
二
十
九
日
条
・
同
三
十
日

条
・
同
八
月
三
日
条
）。
策
彦
が
著
し
た
『
駅
程
録
』
に
「
外
国
人
不
曽
入
城
裡
」

と
記
さ
れ
る
よ
う
に）8
（

、
使
節
の
希
望
し
た
南
京
へ
の
入
城
は
結
局
果
た
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

五
、
范
南
岡
書
状

【
翻
刻
】

昨
蒙

枉
顧
、
甚
為
簡
慢
、
既
辱

厚

、
兼
領

佳
句
、
何
以
克
当
、
索
彼
此
語
言
難

弁
、
不
能
以
尽
衷
、
至
負
歉
々
、
別
具

韲
菜
数
株
・
石
耳
少
許
、
悦
不
多
、

奉
是
、
賜

鑑
納
、
万
々
、

　
　
　
　
　

友
生
范
南
岡
頓
首
拝
上

怡
斎
尊
使
大
人
上
刹

　
　
　
　
　
　
　
　

餘
素

【
解
説
】

寧
波
の
文
人
范
南
岡
が
策
彦
に
送
っ
た
手
紙
。
怡
斎
は
策
彦
の
号
。
前
日
の
策
彦

の
来
訪
と
詩
・
物
品
の
贈
与
を
謝
し
、
韲
菜
（
醤
で
和
え
た
野
菜
）・
石
耳
（
岩
茸
）

を
贈
る
旨
を
記
す
。
餘
素
は
手
紙
の
最
後
に
つ
け
る
慣
用
句
。

『
初
渡
集
』
嘉
靖
十
八
年
（
一
五
三
九
）
七
月
二
十
二
日
条
に
は
「
午
刻
、
范
南

岡
馳
尺
書
、
恵
塩
菜
・
石
耳
二
物
」
と
あ
り
、
本
状
は
ま
さ
に
こ
の
尺
書
（
手
紙
）

に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
日
条
に
は
続
け
て
、「
于
時
即
休
琳
公
・
万
英
祝
公

来
話
、
予
得
此
嘉
肴
、
侑
以
一
盞
」
と
あ
り
、
た
ま
た
ま
や
っ
て
き
た
使
節
団
員
と
、

こ
れ
を
肴
に
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
前
日
七
月
二
十
一
日
の
条
に
は
、

「
訪
范
大
人
、
々
々
出
迎
一
咲
、
陳
嘉
肴
酌
美
酒
、
又
囲
棊
三
戦
、
予
献
詩
謝
前
日

来
訪
」
と
あ
っ
て
、
范
南
岡
を
訪
ね
、
お
い
し
い
料
理
を
前
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

囲
碁
を
打
ち
、
詩
の
や
り
と
り
を
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

范
南
岡
と
策
彦
と
の
交
流
は
、
策
彦
が
嘉
靖
十
八
年
五
月
末
に
寧
波
府
城
の
嘉
賓

堂
に
落
ち
着
い
て
ひ
と
月
後
の
六
月
末
ご
ろ
よ
り
始
ま
り
、
以
後
寧
波
に
滞
在
中
、

頻
繁
に
行
き
来
し
た
。『
三
場
文
海
』・『
皇
朝
類
苑
』・『
東
坡
志
林
』・『
山
谷
刀
筆
』

と
い
っ
た
書
籍
の
手
配
を
依
頼
し
た
り
も
し
て
い
る
（『
初
渡
集
』
嘉
靖
十
八
年
九

月
十
一
日
条
・
同
十
六
日
条
）。
再
渡
の
際
に
も
、
范
南
岡
の
家
を
訪
問
し
て
酒
を

飲
み
、
扇
・
紙
を
贈
っ
た
旨
が
見
え
て
い
る
（『
再
渡
集
』
嘉
靖
二
十
七
年
九
月

二
十
四
日
条
）。
寧
波
で
交
流
し
て
い
た
文
人
た
ち
の
な
か
で
も
親
し
い
部
類
に
入

る
だ
ろ
う
。六

、
駱
邦
翰
書
状

【
翻
刻
】

切
欲
造
館
一
拝
、
因
門
禁
甚
厳
、
不
得
遂

別
■
　〔
顧
カ
〕止別
、
侑
、
吾
之
不
遇
魯
候
天
也
、

嘉
靖
三
十
六
年
想

大
人
又
与

雪
窓
同
来
、
方
得
慰
別
懐
叙
旧
情
也
、
心

事
多
端
、
惟

照
察
、
不
宣
、
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侍
生
駱
邦
翰
頓
首
拝

謙
斉
〔
斎
〕老
大
人
先
生
文
旆
下

　
　
　
　
　
　
　
　

外
小
書
二
冊
奉
舟
中
消

　
　
　
　
　
　
　
　

閑
、
自
恨
貧
儒
無
以
金

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
為
贈
也
、
容
恕
々
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
翰
又
拝

【
解
説
】

駱
邦
翰
か
ら
策
彦
へ
宛
て
た
書
状
。「
吾
之
不
遇
魯
候
天
也
」（
私
が
魯
候
に
謁
見

で
き
な
か
っ
た
の
は
天
命
で
あ
る
）
と
い
う
『
孟
子
』
梁
恵
王
・
下
の
一
節
を
引
い

て
、
策
彦
と
の
面
会
を
希
望
し
た
が
厳
し
い
出
入
制
限
の
た
め
に
果
た
せ
な
か
っ
た

こ
と
を
慨
嘆
し
、
嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七
）
に
策
彦
が
雪
窓
（
一
号
文
書
解
説

参
照
）
と
と
も
に
も
う
一
度
明
へ
来
て
惜
別
の
気
持
ち
を
慰
め
旧
情
を
叙
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
旨
を
記
す
。
ま
た
、
末
尾
に
は
二
冊
の
書
籍
を
贈
る
こ
と
も
追
記
す
る
。

当
時
、
遣
明
使
節
の
派
遣
に
は
十
年
一
貢
の
規
定
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
回
の

使
節
の
寧
波
入
港
か
ら
次
の
使
節
の
入
港
ま
で
、
足
か
け
十
年
以
上
の
間
隔
を
開
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
渡
航
頻
度
の
制
限
で
あ
る）9
（

。
こ
の
規
定
を
踏
ま
え
て
、

書
中
で
嘉
靖
三
十
六
年
の
策
彦
と
雪
窓
の
再
来
に
期
待
し
て
い
る
事
実
に
注
目
す
る

と
、
本
文
書
は
嘉
靖
二
十
七
年
三
月
に
寧
波
へ
入
港
し
た
、
再
渡
時
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
文
意
か
ら
推
定
す
る
と
、
嘉
靖
二
十
九
年
夏
に
策
彦
ら
が

寧
波
に
在
っ
て
日
本
へ
帰
国
す
る
直
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

差
出
の
駱
邦
翰
は
、
紹
興
に
居
住
し
て
い
た
人
物
で
、
策
彦
と
の
交
流
は
初
渡
時

に
は
じ
ま
る
。
日
本
使
節
が
海
を
渡
り
寧
波
へ
た
ど
り
着
い
て
北
京
へ
の
出
発
を

待
っ
て
い
た
嘉
靖
十
八
年
八
月
、
そ
の
到
来
を
聞
き
つ
け
た
駱
邦
翰
は
、
雪
窓
へ
書

状
を
送
っ
て
寧
波
ま
で
会
い
に
行
く
こ
と
を
報
じ
た
。
雪
窓
は
こ
れ
以
前
に
も
入
明

し
た
経
験
が
あ
り
、
駱
邦
翰
と
は
旧
知
の
間
柄
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
雪

窓
は
、
文
章
に
長
け
た
策
彦
に
代
筆
を
依
頼
し
て
、
翌
日
の
面
会
を
約
束
す
る
旨
を

返
書
し
た
。
そ
し
て
翌
日
、
二
人
は
対
面
を
果
た
し
た
の
ち
策
彦
の
元
を
訪
れ
、
策

彦
と
駱
邦
翰
は
筆
談
を
し
た
（『
初
渡
集
』
嘉
靖
十
八
年
八
月
十
五
日
条
）。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
両
者
は
親
睦
を
深
め
、
駱
邦
翰
が
紹
興
に
帰
る
際
に
策
彦
は
扇
と
墨
を

贈
っ
た
（
同
十
八
日
条
）。
そ
の
後
北
京
へ
赴
い
た
日
本
使
節
団
が
寧
波
へ
戻
る
際

に
蓬
莱
駅
（
紹
興
府
の
西
門
外
に
位
置
）
に
立
ち
寄
る
と
、
邦
翰
は
ふ
た
た
び
策
彦

の
元
を
訪
れ
て
筆
談
し
（
同
十
九
年
九
月
八
日
条
）、
さ
ら
に
日
本
使
節
が
寧
波
に

帰
着
し
出
航
を
待
っ
て
い
る
間
に
も
、
邦
翰
は
紹
興
か
ら
足
を
運
ん
で
、
策
彦
や
雪

窓
と
歓
談
し
た
（
同
二
十
年
四
月
十
九
日
条
・
同
二
十
日
条
）。

こ
の
よ
う
に
『
初
渡
集
』
に
は
親
交
を
結
ん
で
い
た
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、『
再
渡
集
』
に
は
駱
邦
翰
の
名
は
一
切
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
再

渡
時
に
も
そ
の
交
友
関
係
の
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
が
、
本
文
書
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か

と
な
る
。

七
、
蔡
陽
書
状

【
翻
刻
】

「
正
（
異
筆
カ
）」日

昨
総
兵

元
帥
往
明
州
、
参

市
舶
、
発
示
衆
、
所
遺

宝
舟
、
只
在
一
二
日
到
港
頭
、
希

暫
留
候
、
斉
偕
進
明
州
、
則
彼

此
便
益
也
、
乞

示
復
、

　
　
　
　
　
　
　
　

副
巡
海
蔡
陽
拝

大
使
大
人
閣
下

【
解
説
】
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定
海
衛
の
役
人
蔡
陽
が
遣
明
使
節
に
宛
て
て
、
遅
れ
て
い
る
三
号
船
の
到
着
を
待

ち
、
三
船
揃
っ
て
寧
波
に
行
く
よ
う
に
し
た
い
と
告
げ
た
も
の
。『
初
渡
集
』
嘉
靖

十
八
年
（
一
五
三
九
）
五
月
十
八
日
条
に
本
文
書
が
写
さ
れ
て
お
り
、
同
日
に
到
来

し
た
も
の
と
確
定
で
き
る
。
初
渡
の
正
使
は
湖
心
碩
鼎
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
宛
所

の
「
大
使
大
人
閣
下
」
も
湖
心
碩
鼎
と
解
さ
れ
る
。

策
彦
ら
は
嘉
靖
十
八
年
四
月
十
九
日
に
五
島
奈
留
島
を
発
し
、
五
月
二
日
ご
ろ
、

目
指
す
寧
波
よ
り
は
る
か
南
方
の
温
州
の
海
上
に
到
っ
た
。
そ
こ
か
ら
自
力
で
北
上

を
続
け
、
五
日
に
は
台
州
に
入
り
、
八
日
に
な
っ
て
昌
国
衛
に
保
護
さ
れ
た
。
こ
の

時
点
で
一
緒
だ
っ
た
の
は
、
策
彦
ら
の
乗
船
す
る
一
号
船
、
お
よ
び
二
号
船
の
み
で
、

三
号
船
は
朝
鮮
方
面
に
流
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
烏
沙
門
近
海
に
到
っ
て
定
海
衛
に
保
護

さ
れ
、
五
月
二
十
日
定
海
港
に
到
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
策
彦
ら
の
方
は
昌
国
衛
の

役
人
に
先
導
さ
れ
て
、
十
三
日
に
は
定
海
衛
の
管
轄
域
に
到
り
、
以
降
は
定
海
衛
か

ら
の
誘
導
も
得
て
、
十
六
日
に
定
海
港
に
到
っ
た
。
定
海
か
ら
甬
江
を
さ
か
の
ぼ
れ

ば
寧
波
府
城
で
あ
る
。
翌
十
七
日
、
航
海
の
途
中
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
三
号
船
の
消
息
が
、
定
海
衛
の
役
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
本
文
書
は
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
代
の
地
方
統
治
は
お
お
ま
か
に
、
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
布
政
使
司
・
司
法
警
察

を
つ
か
さ
ど
る
按
察
使
司
・
軍
事
を
つ
か
さ
ど
る
都
指
揮
使
司
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、

三
司
は
中
央
に
直
属
す
る
独
立
の
執
政
機
関
と
し
て
鼎
立
し
た
。
う
ち
都
指
揮
使
司

は
全
国
に
十
三
か
ら
十
六
置
か
れ
、
こ
れ
を
中
央
の
五
軍
都
督
府
が
統
括
し
た
。
現

在
の
浙
江
省
に
あ
た
る
地
域
を
管
轄
し
た
の
は
浙
江
都
指
揮
使
司
で
、
本
司
は
杭

州
、
寧
波
に
も
分
司
が
置
か
れ
て
い
た
。
都
指
揮
使
司
の
下
に
は
衛
が
置
か
れ
、
衛

は
千
戸
所
を
、
千
戸
所
は
百
戸
所
を
統
括
し
た
。
浙
江
都
指
揮
使
司
下
の
衛
は
十
六

あ
り
、
昌
国
衛
・
定
海
衛
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
衛
の
長
官
を
指
揮
使
、
副
官
を
指

揮
同
知
と
い
う
が
、「
総
兵
元
帥
」・「
副
巡
海
」
は
、
衛
の
職
名
と
し
て
は
見
当
た

ら
な
い
。『
初
渡
集
』
に
は
、
護
送
を
指
揮
し
た
昌
国
衛
の
劉
東
山
に
つ
い
て
、「
昌

国
衛
掌
印
総
兵
官
」・「
昌
国
尉
掌
印
元
帥
」
と
い
う
自
称
、「
昌
国
劉
都
督
」
と
い

う
他
称
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
総
兵
は
、
衛
の
長
官
の
称
と
し
て
も
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
定
海
の
役
人
と
し
て
、
①
策
彦

が
「
定
海
総
兵
大
人
」
と
称
し
、
自
ら
は
「
大
明
国
巡
海
候
」
と
称
す
る
人
物
、
②

「
巡
海
候
」・「
巡
海
」
と
自
称
す
る

東
山
と
い
う
人
物
、
③
策
彦
が
「
定
海
尉
」・

「
総
兵
大
人
」
と
称
す
る
人
物
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
②
と
③
は
別
人
の
よ
う
で
あ
り
、

①
と
②
な
い
し
①
と
③
が
同
一
人
物
を
指
す
の
か
否
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、

巡
海
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
明
州
は
寧
波
の
古
称
。
市
舶
は
貿
易

管
理
の
た
め
に
置
か
れ
た
市
舶
提
挙
司
を
指
す
。
寧
波
に
は
浙
江
市
舶
提
挙
司
が
置

か
れ
て
い
た
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
本
文
書
は
、
策
彦
ら
の
定
海
到
着
を
受
け
、「
総
兵
元
帥
」

す
な
わ
ち
衛
の
長
官
が
寧
波
に
行
き
、
市
舶
提
挙
司
の
役
人
と
相
談
し
た
結
果
、
三

号
船
は
あ
と
一
、二
日
で
定
海
港
に
到
着
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
暫
時
待
っ
て
一
緒

に
寧
波
に
出
発
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
よ
い
か

と
、「
副
巡
海
」
の
蔡
陽
が
伝
達
し
て
き
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
場
合

の
衛
の
長
官
が
、
定
海
衛
の
長
官
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
護
送
し
て
来
た
昌
国
衛
の
長

官
劉
東
山
な
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
定
海
港
が
定
海
衛
の
管
轄
で
あ
る
以

上
、
定
海
衛
の
長
官
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
差
出
の
蔡
陽
も
定

海
衛
の
役
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
本
文
書
に
対
し
、
策
彦
ら
は
、
一
刻
も
早
く
寧
波
府
に
行
き
た
い
、
三
号
船

に
つ
い
て
は
後
か
ら
送
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
、
し
か
し
そ
ち
ら
の
ご
意
向
を
尊
重
し

て
、
一
日
二
日
な
ら
お
待
ち
し
ま
す
、
と
返
事
し
た
（『
初
渡
集
』
嘉
靖
十
八
年
五

月
十
八
日
条
）。
だ
が
、
先
述
の
通
り
三
号
船
の
到
着
は
こ
の
二
日
後
の
二
十
日
の

こ
と
で
あ
り
、
三
船
揃
っ
て
定
海
を
発
船
し
寧
波
に
到
着
し
た
の
は
二
十
二
日
、
上

陸
し
て
嘉
賓
堂
に
落
ち
着
い
た
の
は
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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八
、
鄧
壁
書
状

【
翻
刻
】

「
正
（
異
筆
カ
）」

前
日
周
通〔事
、脱
〕

来
説
、
与
駅
丞
説
定
廩
給
打
五

升
・
口
糧
二
升
、
説
起
身
再
打
三
升
、
今
駅
逓

倶
走
避
、
夫
也
無
一
名
、
周
通
事
原
与
他
説

過
話
、
今
不
知
何
処
去
、
待
尋
到
周
通
事
着

他
来
回
話
只
夫
（
マ
マ
）、

　
　
　
　
　

鴻
臚
寺
復

【
解
説
】

差
出
に
は
「
鴻
臚
寺
復
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
筆
致
か
ら
判
断
し
て
二
・
四
号
文

書
と
同
様
に
鄧
壁
の
書
状
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
、
廩
給
と
口
糧
の
支
給
に
関

し
何
ら
か
の
問
題
が
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
て
き
た
日
本
使
節
に
返
答
し
た
も
の
。
前

半
部
は
、
駅
丞
と
話
し
て
、
廩
給
五
升
お
よ
び
口
糧
二
升
の
支
給
を
約
束
し
、
使
節

団
が
駅
を
出
発
す
る
際
に
も
う
三
升
の
支
給
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
前
日
の

周
通
事
の
発
言
を
伝
え
る
。
ま
た
後
半
部
は
、
現
在
、
駅
吏
は
み
な
逃
げ
て
駅
夫
も

一
人
と
し
て
お
ら
ず
、
周
通
事
と
話
し
た
駅
丞
も
今
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
わ
か
ら

な
い
た
め
、
周
通
事
が
駅
丞
を
来
さ
せ
て
回
答
さ
せ
る
の
を
待
つ
よ
う
に
と
述
べ

る
。書

中
の
周
通
事
は
、
明
側
の
通
事
周
文
衡
を
指
す
。
差
出
の
鄧
壁
が
鴻
臚
寺
の
通

事
だ
っ
た
の
に
対
し
、
彼
は
寧
波
に
置
か
れ
た
浙
江
市
舶
提
挙
司
の
通
事
だ
っ
た

（『
初
渡
集
』
嘉
靖
十
八
年
五
月
十
五
日
条
）。
日
本
使
節
団
が
明
へ
た
ど
り
着
い
た

際
の
入
国
審
査
以
後
出
国
に
至
る
ま
で
、
彼
が
始
終
使
節
に
随
行
し
て
そ
の
任
務
に

あ
た
っ
た
こ
と
は
、『
初
渡
集
』
を
通
じ
て
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
同
じ
く
書
中
に
見
え
る
廩
給
と
口
糧
は
、
と
も
に
明
側
よ
り
支
給
さ
れ
る

食
料
な
ど
の
こ
と
で
、
前
者
は
正
使
以
下
官
員
に
対
す
る
、
後
者
は
商
人
や
水
夫
な

ど
随
従
人
に
対
す
る
も
の
を
指
す
。
原
則
と
し
て
、
寧
波
や
北
京
に
お
け
る
長
期
滞

在
中
に
は
五
日
間
ご
と
に
、
ま
た
両
所
の
あ
い
だ
を
往
復
す
る
際
に
は
公
設
の
駅
を

経
由
す
る
た
び
に
支
給
さ
れ
た
。

鄧
壁
の
手
に
な
る
こ
と
か
ら
、
本
文
書
は
初
渡
時
の
北
京
か
ら
の
帰
路
、
駅
を
経

由
し
た
際
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
二
号
文
書
解
説
参
照
）。
た
だ
し
、
書
中
で
言

及
さ
れ
る
駅
吏
の
逃
亡
に
対
応
す
る
記
述
が
『
初
渡
集
』
に
は
な
い
た
め
、
そ
の
詳

細
を
確
定
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
だ
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
絞
り

込
む
こ
と
は
で
き
る
。

初
渡
時
の
支
給
は
、
寧
波
か
ら
北
京
ま
で
の
往
路
に
廩
給
五
升
と
口
糧
二
升
、
復

路
に
廩
給
三
升
と
口
糧
一
升
が
定
例
だ
っ
た
（『
駅
程
録
』）。
こ
れ
に
基
づ
く
と
、

復
路
の
途
上
で
発
給
さ
れ
た
本
文
書
で
、
廩
給
五
升
と
口
糧
二
升
の
支
給
に
言
及
す

る
の
は
異
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
少
な
く
と
も
南
京
城
外
の
龍
江

駅
お
よ
び
嘉
興
府
桐
郷
県
の
西
水
駅
で
は
、
復
路
に
お
い
て
も
『
駅
程
録
』
の
記
述

と
異
な
り
廩
給
五
升
と
口
糧
二
升
が
支
給
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
特
に
西
水
駅
に
つ
い

て
は
、
北
京
に
上
る
時
と
同
量
の
支
給
の
理
由
と
し
て
、
往
路
で
は
同
駅
を
経
由
せ

ず
復
路
で
初
め
て
通
っ
た
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
（『
初
渡
集
』
嘉
靖
十
九
年
八

月
二
十
八
日
条
）。
こ
の
記
述
か
ら
、
往
路
に
支
給
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
復
路
に

廩
給
五
升
と
口
糧
二
升
の
支
給
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
の
は
、
往
路
で
経
由
せ
ず
復
路
で
経
由
し
た
駅
と
、

往
路
に
通
っ
た
も
の
の
支
給
は
受
け
ず
復
路
に
ふ
た
た
び
経
過
し
た
駅
で
あ
る
。
前

者
に
は
龍
江
駅
と
西
水
駅
の
ほ
か
、
儀
真
駅
と
皂
林
駅
（
嘉
興
府
桐
郷
県
）
が
該
当

す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
龍
江
駅
で
は
到
着
後
す
ぐ
に
、
西
水
駅
と
皂
林
駅
で
は

翌
日
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
儀
真
駅
で
は
到
着
か
ら
支
給
ま
で
三
日
を
要
し
て
い
る

（
同
七
月
二
十
三
日
条
・
同
二
十
六
日
条
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
前
者
な
ら
ば
儀

真
駅
の
可
能
性
が
高
い
。
一
方
後
者
の
場
合
、『
初
渡
集
』
を
見
る
と
、
往
路
に
支
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給
の
記
述
が
な
く
復
路
に
そ
れ
が
あ
る
駅
は
十
カ
所
以
上
を
数
え
る
。
た
だ
し
、
実

際
に
往
路
の
支
給
が
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
支
給
は
あ
っ
た
が
策
彦
に
よ
っ
て

書
き
留
め
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。

な
お
、
文
書
中
で
は
廩
給
五
升
と
口
糧
二
升
の
ほ
か
に
も
、
出
発
後
さ
ら
に
三
升

を
給
与
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
升
は
廩
給
三
升
と
口

糧
一
升
の
省
略
で
、
到
着
し
た
際
に
往
路
の
分
、
出
発
の
際
に
復
路
の
分
を
支
給
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

 〔
註
〕

（
1
）  

『
妙
智
院
所
蔵
史
料
』
四
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）。
再
渡
時
の
行

程
の
概
略
・
使
節
団
の
構
成
な
ど
を
記
し
た
も
の
。

（
2
）  

『
策
彦
周
良
等
往
来
雑
記
』（
池
底
叢
書
七
〇
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
に
は
、『
明
国

諸
士
送
行
』
所
収
文
書
が
何
点
か
写
さ
れ
て
い
る
が
、
全
部
で
は
な
く
、
か
つ
順
番

も
ば
ら
ば
ら
に
、
他
史
料
と
入
り
乱
れ
る
形
で
配
列
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
妙

智
院
所
蔵
の
史
料
を
写
し
て
一
冊
と
し
た
旨
を
記
す
寛
政
丁
巳
（
一
七
九
七
）
の
奥

書
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、『
明
国
諸
士
送
行
』
所
収
文
書
は
、
十
八
世
紀
に
は
ま
だ
巻

子
で
は
な
い
形
で
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）  

大
庭
脩
「
芳
洲
文
庫
の
「
嘉
靖
公
牘
集
」
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
所
紀
要
』
一
〇
、一
九
七
七
年
）。
た
だ
し
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
。
写
さ

れ
て
い
る
文
書
の
一
部
が
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
時
点
で
妙
智
院
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
（
岡
本
真
「
目
録
か
ら
み
た
妙
智
院
旧
蔵
策
彦
周
良
入

明
関
係
史
料
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
別
冊
』、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
）  

た
と
え
ば
、
再
渡
に
か
か
る
文
書
で
あ
る
「
嘉
靖
二
十
六
年
六
月
五
日
寧
波
府
諭
」

の
原
本
は
、
妙
智
院
を
離
れ
、
十
八
世
紀
に
は
信
濃
松
本
の
住
人
倉
科
家
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
西
田
友
広
「
嘉
靖
二
十
六
年
六
月
五
日
寧
波
府
諭

の
写
本
に
つ
い
て
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』

五
七
、二
〇
一
二
年
）。

（
5
）  

大
友
信
一
『
室
町
時
代
の
国
語
音
声
の
研
究
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
）
二
八
二

頁
、
福
島
邦
道
『
日
本
館
訳
語
攷
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
三
年
）
五
一
頁
。

（
6
）  

村
井
章
介
・
須
田
牧
子
編
『
笑
雲
入
明
記
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
五
四
〜

一
五
五
頁
。

（
7
）  

小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
刀
江
書
院
、
一
九
四
一
年
）

一
七
五
〜
一
七
六
頁
。

（
8
）  

『
駅
程
録
』
は
策
彦
が
寧
波
か
ら
北
京
に
至
る
道
々
の
駅
間
の
距
離
、
お
よ
び
駅
の

所
在
や
近
辺
の
名
所
旧
跡
を
記
し
た
も
の
。
初
渡
時
の
使
節
団
の
人
数
や
明
側
よ
り

支
給
さ
れ
た
廩
給
・
口
糧
な
ど
に
関
す
る
記
録
も
載
せ
る
。
村
井
章
介
・
須
田
牧
子

編
前
掲
書
二
三
八
〜
二
五
二
頁
。

（
9
）  

橋
本
雄
『
再
論
、
十
年
一
貢
制
』（『
日
本
史
研
究
』
五
六
八
、二
〇
〇
九
年
）。
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